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(57)【要約】
　本発明は、基本的に多角形又は楕円形状のベース面を
有し、片側に配置された少なくとも１つの凹部を有する
、平坦な創傷ケア用品に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基本的に多角形又は楕円形状のベース面を有し、片側に少なくとも１つの凹部を配置し
た、平坦な創傷ケア用品。
【請求項２】
　前記ベース面は、四角形又は四角形に類する形状であることを特徴とする、請求項１に
記載の創傷ケア用品。
【請求項３】
　前記ベース面は、円形、オーバル、又は楕円形であるか、円形、卵形、又は楕円形に類
する形状であることを特徴とする、請求項１に記載の創傷ケア用品。
【請求項４】
　少なくとも１つの丸角又は斜め角を有することを特徴とする、請求項１乃至３に記載の
創傷ケア用品。
【請求項５】
　前記凹部は、長手辺側に配置されることを特徴とする、請求項１乃至４に記載の創傷ケ
ア用品。
【請求項６】
　前記凹部は、円の一部又は楕円の一部になるよう構成され、好ましくは半円形又は半楕
円形であることを特徴とする、請求項１乃至５に記載の創傷ケア用品。
【請求項７】
　前記凹部は、角張っており、好ましくはＶ字状であることを特徴とする、請求項１乃至
５に記載の創傷ケア用品。
【請求項８】
　吸収材を含む、少なくとも１つの平坦層を有することを特徴とする、請求項１乃至７の
いずれか一項に記載の創傷ケア用品。
【請求項９】
　少なくとも１つの超吸収性ポリマーを有することを特徴とする、請求項１乃至８のいず
れか一項に記載の創傷ケア用品。
【請求項１０】
　セルロース繊維、発泡材、変性セルロース、及び／又はアルギン酸塩を含む平坦層を、
少なくとも１つさらに有することを特徴とする、請求項１乃至９のいずれか一項に記載の
創傷ケア用品。
【請求項１１】
　少なくとも部分的に透液性素材から成る覆いをさらに有することを特徴とする、請求項
１乃至１０のいずれか一項に記載の創傷ケア用品。
【請求項１２】
　（１）平面視で、前記平坦層は非湿潤状態にて、前記覆いにより画定された内部の表面
積（Ｆ２）よりも３～７５％小さい表面積（Ｆ１）を有する、及び／又は
（２）前記覆いは、少なくとも特定の部位で柔軟性を持つ素材を有することを特徴とする
、請求項１１に記載の創傷ケア用品。
【請求項１３】
　前記覆いは、少なくとも部分的に三次元創傷スペーサメッシュから成り、または、当該
メッシュにより覆われ、若しくは裏打ちされることを特徴とする、請求項１１又は１２に
記載の創傷ケア用品。
【請求項１４】
　前記覆いは、少なくとも部分的に含浸材又は防水材で形成され、または、当該材料で覆
われるか裏打ちされることを特徴とする、請求項１１乃至１３に記載の創傷ケア用品。
【請求項１５】
　少なくとも１種類の重金属を、成分もしくはイオン形態で、少量含むことを特徴とする
、請求項１乃至１４のいずれか一項に記載の創傷ケア用品。
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【請求項１６】
　前記少なくとも１種類の重金属であって、成分もしくはイオン形態で含まれるものが、
銅、亜鉛、及び／又は銀を含む群から選択されることを特徴とする、請求項１５に記載の
創傷ケア用品。
【請求項１７】
　前記平坦層もしくは前記覆いが、カバーフィルムにより、少なくとも一側面が覆われ、
もしくは、置き換えられることを特徴とする、請求項１乃至１６のいずれか一項に記載の
創傷ケア用品。
【請求項１８】
　前記カバーフィルムは、前記創傷ケア用品の周囲よりも広がっており、創傷の周囲の肌
に貼り付け可能であることを特徴とする、請求項１７に記載の創傷ケア用品。
【請求項１９】
　前記平坦層又は前記覆いは、少なくとも片側に接着剤が塗布されたものであることを特
徴とする、請求項１乃至１８のいずれか一項に記載の創傷ケア用品。
【請求項２０】
　身体の一部に前記創傷ケア用品を固定するため、少なくとも１つの固定要素をさらに有
する、請求項１乃至１９のいずれか一項に記載の創傷ケア用品。
【請求項２１】
　１つ以上の折り線、破断線、又は折り目をさらに有する、請求項１乃至２０のいずれか
一項に記載の創傷ケア用品。
【請求項２２】
　患者の
・大腿部又は脹脛、
・肩、胸、又は首領域、
・腋の下領域、
・上又は下胸領域、
・胸骨下領域、
・上腕又は前腕領域、
・眼下領域、
・仙骨領域
・背中、
・膝窩部、
・腹部領域、
・耳の後方又は上方領域、
・指間領域、及び／又は
・足領域
部位のためのである請求項１乃至２１のいずれか一項に記載の創傷ケア用品の使用。
【請求項２３】
　負圧創傷ケアシステムにおける請求項１乃至２２のいずれか一項に記載の創傷ケア用品
の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、創傷ケア用品に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　請求項１の前提部に係る創傷ケア用品は、例えば欧州特許ＥＰ１５０７４９８号に開示
されており、慢性的及び高滲出性の創傷に対する治癒効果があることが実証されている。
　このような物品は、基本的に平坦形状を有しており、適切な手段で身体の創傷領域に装
着される。
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【０００３】
　大きい創傷ケア用品が使用される場合に顕著だが、身体の患部が平坦ではなく、窪み、
湾曲、又は隆起している場合がある。基本的に平坦な創傷ケア用品は、このような身体構
造にうまく適合せず、折り目や皺がついて、患者は不快感を覚え、かつ創傷ケア用品の効
き目を損なわせかねない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】欧州特許第ＥＰ１５０７４９８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、人間や動物の様々な身体領域の身体構造上の外形に対して適切に適合
可能な創傷ケア用品を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的は、提示のメインクレームの特徴により達成される。
　即ち、本発明の主題は、基本的に多角形又は楕円形状のベース面を有し、片側に配置さ
れた少なくとも１つの凹部を有する平坦な創傷ケア用品である。
【発明の効果】
【０００７】
　驚くべきことに、このような極めて単純な変更により、本発明に係る創傷ケア用品は多
用途性が飛躍的に向上し、特に人間や動物の様々な身体領域の身体構造上の外形に対して
適切に適合可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】基本的に多角形状のベース面１１と、片側に配置された半円状の凹部１２とを有
する平坦な創傷ケア用品１０を示す。
【図２】折り畳み状態の創傷ケア用品を示す。
【図３】丸角３１、３２、３３、３４を有する平坦な創傷ケア用品３０を示す。
【図４】２つの斜め角４１、４２と、２つの丸角４３、４４とを有する平坦な創傷ケア用
品４０を示す。
【図５】斜め角５１、５２、５３、５４を有する平坦な創傷ケア用品５０を示す。
【図６】基本的に多角形状の丸角のベース面６１と、片側に配置された鋭角凹部６２とを
有する平坦な創傷ケア用品６０を示す。
【図７】基本的に多角形状の丸角のベース面７１と、片側に配置された２つの半円状の凹
部７２、７３とを有する平坦な創傷ケア用品７０を示す。
【図８】基本的に多角形状の丸角のベース面８１と、対向する長手辺にそれぞれ配置され
た２つの半円状の凹部８２、８３とを有する平坦な創傷ケア用品８０を示す。
【図９】患者の脹脛９１に装着された平坦な創傷ケア用品９０を示す。
【図１０】患者の腋の下領域、肩領域、上腕領域に装着された平坦な創傷ケア用品１０１
、１０２、１０３を示す。
【図１１】患者の胸領域に装着された平坦な創傷ケア用品１１０を示す。
【図１２】それぞれ患者の首領域又は前腕領域に装着された平坦な創傷ケア用品１２１、
１２２を示す。
【図１３】患者の胸骨下領域に装着された平坦な創傷ケア用品１３０を示す。
【図１４】患者の眼下領域に装着された平坦な創傷ケア用品１４０を示す。
【図１５】馬の脚に装着された平坦な創傷ケア用品１５０を示す。
【図１６】患者の腋の下領域に装着された平坦な創傷ケア用品１６１を示す。
【図１７】患者の胸領域に装着された平坦な創傷ケア用品１７０を示す。
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【図１８】患者の後頭部に装着された平坦な創傷ケア用品１８０を示す。
【図１９】患者の仙骨領域に装着された平坦な創傷ケア用品１９０を示す。
【図２０】患者の腹部に装着された平坦な創傷ケア用品２０１を示す。
【図２１】患者の足２１１に装着された平坦な創傷ケア用品２１０を示す。
【図２２】患者の足２１１に装着された平坦な創傷ケア用品２１０を示す。
【図２３】患者の足２３１の足指間に装着された平坦な創傷ケア用品２３０を示す。
【図２４】患者の足２１１に装着された平坦な創傷ケア用品２１０を示す。
【図２５】例示的寸法を有する、本発明に係る平坦な創傷ケア用品を示す。
【図２６】基本的に楕円形のベース面２６１と、片側に配置された鋭角状の凹部２６２と
を有する平坦な創傷ケア用品２６０を示す。
【図２７】患者の膝窩部又は足２７２の甲にそれぞれ装着された前記創傷ケア用品２６０
を示す。
【図２８】基本的に円形のベース面２８１と、一部に設けられた凹部２８２とを有する平
坦な創傷ケア用品２８０を示す。
【図２９】患者の耳２９０に装着された前記創傷ケア用品２８０を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に記載の「創傷ケア用品」という用語は、特に創傷包帯、好ましくは平坦な創傷包
帯、又は創傷ケア包帯を指す。この創傷包帯は平坦層を備え、吸収性、非吸収性、又はほ
ぼ吸収性がないように構成されてもよい。特に、「創傷ケア用品」という用語は、処置対
象の創傷に対し、特定の配置で装着される製品群を指すために使用されてもよい。当該群
は、共通の覆い内に様々な製品が組み合わされて、又は可能であれば覆いを用いずにそれ
ら製品が互いに接着されて物理的ユニットを形成してもよい。また、包みにより様々な製
品が所定の配置で処置対象の創傷に対し装着されるような、キット状の群を利用してもよ
い。
【００１０】
　「凹部」という用語は、創傷ケア用品の少なくとも片側における、部材がある程度窪み
状に欠損した部分を示す。
　当該凹部により、人間や動物の様々な身体領域の身体構造上の外形に、創傷ケア用品が
適切に適合することが保証される。この利点を図面に例示的に示す。
【００１１】
　上記に関連して、ベース面は好ましくは四角形又は四角形に類する形状であることが好
ましい。さらに、創傷ケア用品は少なくとも１つの丸角又は斜め角を有することが好まし
い。或いは、ベース面は台形に類する形状であることが好ましい場合もある。
【００１２】
　創傷ケア用品の基本的な形状が長方形又は長方形に類する形状である場合、一長手辺に
前記凹部が設けられることが好ましい。
　或いは、ベース面は好ましくは円形、オーバル、又は楕円形であるか、円形、卵形、又
は楕円形に類する形状となる。これは、ベース面が半円形、半卵形、又は半楕円形であっ
てもよいことを意味する。
　凹部は円の一部又は楕円の一部になるよう構成されることが好ましく、半円形又は半楕
円形であることが特に好ましい。
　凹部は四角形状又は鋭角状となるように構成されることが好ましく、Ｖ字状であること
が特に好ましい。
　四角形とした実施形態では、切り取られた部材を「タブ」又は「舌部」としてその他層
に接続されるように残してもよい。
　上記構成の全てにより、凹部を単に１つ以上のスリットとして構成しないことが有利で
あると認められた。本発明に係る凹部は幅が広めに設計されている。これにより、平坦層
を囲うように存在し得る覆いも切り欠かれて凹部が形成される。この状態で、覆いはシー
ムにより凹部の領域においても平坦層を囲っている。覆いは常に若干平坦層から張り出し
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ているため、凹部がスリット又は非常に細いストリップであった場合、上記のように存在
し得る覆いの切り欠きとならない。この場合、凹部の両側にシーム用に十分なスペースが
取れない。
【００１３】
　平坦層に１つ以上のスリットが形成された創傷ケア用品が知られているが、通常そのよ
うなスリットは覆いには設けられていない。このようなスリットは様々な目的を達成でき
るが、その平坦層に設けられたスリットを覆いが同様に有していないことから、本発明で
想定される、より身体構造上の高い適合性を達成することはない。
　さらに、創傷ケア用品は吸収材を含む少なくとも１つの平坦層を有することが好ましい
。
　さらに、創傷ケア用品は少なくとも１つの超吸収性ポリマーを有することが好ましい。
【００１４】
　ここで、当該層は２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３
６、３７、３８、３９、４０、４１、４２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９
、５０、５１、５２、５３、５４、５５、５６、５７、５８、５９、６０、６１、６２、
６３、６４、６５、６６、６７、６８、６９、７０、７１、７２、７３、７４、７５、７
６、７７、７８、７９、８０、８１、８２、８３、８４、８５、８６、８７、８８、８９
、９０、９１、９２、９３、９４、９５、９６、９７、９８重量パーセントを超える超吸
収性ポリマーを有することが好ましい。
【００１５】
　「超吸収性ポリマー」（ＳＡＰ）という用語は、自重の数倍（１０００倍まで）の液体
を吸収可能な合成物質を指す。化学的には、これはアクリル酸（プロペン酸Ｃ３Ｈ４Ｏ２

）とアクリル酸ナトリウム（アクリル酸ナトリウム塩ＮａＣ３Ｈ３Ｏ２）との共重合体で
あって、これら２つのモノマー間の比率は可変である。さらに、いわゆる核架橋剤（ＣＸ
Ｌ）がモノマー溶液に添加され、化学架橋により、所定の部位で、形成された長鎖ポリマ
ー分子同士を接続（「架橋」）する。このように架橋することで、ポリマーが非水溶性と
なる。水又は塩類水溶液がポリマー分子に浸透すると、ポリマーが膨らむことで分子レベ
ルで上記網がより強固になり、水が自然には漏出不能となる。
【００１６】
　或いは、超吸収材は、メチルアクリル酸、ポリビニルアルコール／無水マレイン酸共重
合体、多糖類／無水マレイン酸共重合体、マレイン酸誘導体、アクリルアミドプロパンス
ルホン酸共重合体、でんぷん／アクリロニトリル・グラフト重合体、ゼラチン化でんぷん
誘導体、アルキル又はヒドロキシアルキルセルロース、カルボキシメチルセルロース、で
んぷん／アクリル酸グラフト重合体、ビニル酢酸／アクリル酸エステル共重合体、アクリ
ロニトリル又はアクリルアミド共重合体に基づいて選んでもよい。
　超吸収性粒子は、１００μｍから約１０００μｍの間の粒径を有する粉末又は顆粒状で
存在してもよい。
【００１７】
　同様に、前記超吸収性ポリマーは、例えばアルトラジール（Ａｌｔｒａｚｅａｌ）とし
て市販されている、２－ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）及び／又は２－ヒ
ドロキシプロピルメタクリレート（ＨＰＭＡ）等の、ヒドロキシ末端を有するメタクリレ
ートモノマーを有する、ハイドロゲル・ナノ粒子であってもよい。
【００１８】
　これに関連して、創傷ケア用品は好ましくは、特に超吸収性ポリマーを含むエアレイド
不織布により形成されるマット及び／又は超吸収性ポリマーのバラ詰め（ｌｏｏｓｅ　ｆ
ｉｌｌｉｎｇ）で形成されたものを含む群から選択された素材を有する。前記エアレイド
マットは、例えば内部に超吸収性ポリマーが分散した吸収性不織布から成る吸収材により
形成された基本的に平坦な素材部を有することが好ましい。
【００１９】
　これら創傷ケア用品は、例えば、国際特許ＷＯ０３０９４８１３号、ＷＯ２００７０５
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１５９９号、及びＷＯ０１５２７８０号に開示されており、「ソルビオン・サシェ（ｓｏ
ｒｂｉｏｎ　ｓａｃｈｅｔ）」という商品名で市販されている、本発明の出願人の創傷包
帯に含まれる吸収性挿入物に対応していてもよい。引用した文献の開示内容は、全体とし
て本書の開示内容に組み込まれる。
【００２０】
　別の実施形態では、創傷ケア用品は、一部ゲル形成材、一部非ゲル形成材で形成された
ストリップから成る編み込み生地を有してもよい。このような編み込み生地は、例えば欧
州特許ＥＰ２１５３８０７号により公知である。
　別の実施形態では、創傷ケア用品はさらにコアを形成してもよく、これは超吸収性ポリ
マーの（場合により綿状の）繊維又はフィラメント、及び顆粒状の超吸収性ポリマーを有
し、ここで、顆粒状物は、繊維又はフィラメントにある程度接着又は接合され、コアの少
なくとも一部で構造全体の高さの５０％の範囲を超えて分散しており、コアには顆粒状物
と繊維の混合領域が存在する。超吸収性ポリマーの重量％は、好ましくは、１０から２５
重量％の範囲にある。類似構造として従来の尿漏れ防止材が知られており、生理用ナプキ
ンと同様、そのクッション性がよく知られている。
【００２１】
　別の実施形態では、創傷ケア用品は超吸収性繊維、超吸収性粒子、生物複合繊維、セル
ロース繊維の混合物を含んでもよい。
　別の実施形態において、創傷ケア用品は、顆粒状の超吸収性ポリマーが貼り付く、超吸
収性ポリマー製の繊維又はフィラメントを有する平坦層を備えてもよい。好ましい実施形
態において、これは少なくとも３層を有し、超吸収性ポリマーを含む層を、２つのカバー
層が囲む構造体となる。
　これに関連して、繊維と超吸収性ポリマーとは平面内で混合されることはなく、これら
２つの素材は隣接する層に固定されるものである。好ましい実施形態では、使用可能な複
数の層は圧延、加圧、カレンダー加工、又は類似の処理により物理的に圧縮されてもよい
。さらに、構造体は例えば市松模様や型打ち模様のように、反復模様を有したりエンボス
加工が施されたりしてもよい。
【００２２】
　「不織布」という用語は、織物、編み物及び鉤針編みの生地と異なり、フィラメント製
ではなく、個々の繊維から形成された平坦な布地構造体を指す。個々の繊維は互いに接着
し合うため、通常、不織布の構造的完全性が保たれる。このような不織布は「ウェブ構造
体」とも称され、例えば繊維を紡績することで製造される。「エアレイド」という用語は
、可能であれば超吸収性ポリマーが組み込まれた、セルロース及びポリオレフィンにより
形成された特殊な不織布を指す。
【００２３】
　「滲出液」という用語は、血漿の炎症過程で創傷部から滲み出た体液を意味する。血液
が栄養素及び他の情報物質の輸送を担い、したがって様々な身体部位に供給を行うのと全
く同じ方法で、滲出液は同様に創傷床及びそこで起きる治癒過程のための供給を担う。こ
れらの多数の機能を全うするために、滲出液は、比重が水よりわずかに大きくなる、広範
な種類の成分を含有する。ここで、滲出液は浸出液とは異なる。浸出液は、非炎症性過程
に由来し、比重は明らかにより低く、細胞及びタンパク質の含有量が少ない。滲出液は、
線維芽細胞及び上皮細胞に栄養素を供給することに加えて、成長因子及びサイトカインを
高含量で含む組成により、時間的及び空間的に創傷治癒の様々な過程に影響を及ぼす。成
長因子及びサイトカインは主として、血小板、ケラチン生成細胞、マクロファージ、及び
線維芽細胞によって形成される。それらは、創傷の治癒に関連する様々な細胞の運動性、
遊走、及び増殖に影響する。故に、細胞の創傷床への遊走が促進され、血管形成によって
新たに形成された肉芽組織の供給も促進される。滲出液は創傷の洗浄にも寄与する。滲出
液は種々のセリン、システイン、及びアスパラギン酸プロテアーゼ、並びにマトリックス
メタロプロテアーゼを含有し、これらは、厳格に制御された過程で活性することで損傷し
た組織を不可逆的に破壊し、したがって創傷床を治癒過程におけるその後の段階のために
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準備する。通常、これらの過程において生理学的滲出液と病理学的滲出液とは区別される
。
【００２４】
　特に、生理学的滲出液は、塩類、グルコース、サイトカイン、及び成長因子、血漿タン
パク質、プロテアーゼ（特にマトリックスメタロプロテアーゼ）、顆粒球及びマクロファ
ージを含有する。
　さらに、本発明に係る創傷ケア用品は強い抗菌性を有する。これは超吸収材のタンパク
質やバクテリアを拘束する性質、及びバクテリアからその活動に必要な液体を引き離すた
めの、水を拘束する性質によるものである。
　さらに、様々な超吸収性素材を組み合わせることで、マトリックスメタロプロテアーゼ
（「ＭＭＰ」、特にコラゲナーゼとエラステーゼ）、ＩＬ－１β、ＩＬ－６、ＩＬ－８、
ＴＮＦαのような酸素ラジカル（「ＲＯＳ」）等の炎症促進性因子の調節が可能となる。
この効果により、タンパク質に対する超吸収性ポリマーの結合特性が得られてもよい。
　さらに、上記生成物はコーティング分解効果を有する。これは特に生物膜や線維素性コ
ーティングに顕著である。
【００２５】
　以下の表は、好ましい平坦層の性質の例を示す。表内の数値の範囲について、その最小
、最大値も範囲内であるものとする。
【００２６】
【表１】

【００２７】
　平坦層は、縁領域が他の部位よりも薄いことが好ましい。すなわち、例えばその縁部の
断面が先が尖るようテーパ状となる。これにより、創傷の縁に当たる素材がより少なくな
ることが保証される。
　さらに、平坦層が片側で肉薄の不織布で覆われる又は裏打ちされることが好ましい。例
えばこの不織布は、単位面積当たりの重量が好ましくは５ｇ／ｍ2～２０ｇ／ｍ2の範囲の
、ポリプロピレン、ポリエチレン、又はポリエステルにより形成される、肉薄の透水性ウ
ェブであってよい。このような不織布は、特に液体吸収後の層の構造的結合を向上させる
。
【００２８】
　本発明の創傷ケア用品は、セルロース繊維、発泡材、変性セルロース、及び／又はアル
ギン酸塩を含む少なくとも１つの平坦層を有してもよい。
　「発泡材」という用語は、好ましくはポリウレタンから形成される、連続又は不連続発
泡材を指す。
【００２９】
　変性セルロースは、好ましくはセルロース誘導体であり、特にナノセルロース、スルホ
ン化及び／又はスルホアルキルセルロース及びその誘導体、特にセルロースエチルスルホ
ネート；カルボキシアルキル化セルロース、特にカルボキシメチルセルロース、カルボキ
シエチルセルロース、及び／又はカルボキシプロピルセルロース；スルホエチルカルボキ
シメチルセルロース、カルボキシメチルヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピ
ルメチルセルロース等のより複雑なセルロース誘導体；及びカルボキシメチルセルロース
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アミド又はカルボキシプロピルセルロースアミド等のアミド化セルロース誘導体である。
カルボキシメチルセルロースは、特にカルボキシメチルヒドロキシエチルセルロースナト
リウムの形態で存在し、「ハイドロファイバー（Ｈｙｄｒｏｆｉｂｅｒ）」という商品名
で市販されている。衛生用品及び創傷ケア製品において、繊維は平らな母材中に組み込ま
れる。創傷滲出液から液体を吸収することにより、繊維は徐々にゲルクッションに変わり
、これは液体を保持し、放出しない。これに関連して、繊維は、創傷滲出液が垂直方向に
のみ吸収されるような構造を有する。このことは、容量が残っている限り、滲出液は創傷
の縁を超えて流れないことを意味する。このようにして、創傷縁での浸軟を効果的に予防
し得る。これに関連して、キチン、キトサン、及びそれらの誘導体もセルロース誘導体と
して理解されるべきである。
　アルギン酸塩は、褐藻から得られ、繊維質ウェブが形成されるように織られ、化学的に
はアルギン酸のカルシウム及び／又はナトリウム塩のような多糖類である。アルギン酸塩
は、創傷の滲出液を穴に貯蔵するようにして、自重の２０倍までの流体を吸収可能である
。アルギン酸塩メッシュに含有されるＣａ２＋イオンは、アルギン酸塩内のＮａイオンの
飽和度に達するまで滲出液からのＮａ＋イオンと交換される。この際、創傷包帯は膨らみ
、アルギン酸塩繊維は、繊維膨張によりゲル体となる。
【００３０】
　さらに、創傷ケア用品には、少なくとも部分的に透液性素材から成る覆いを有すること
が好ましい。このような覆いは多角的な機能を有する。特に、覆いは創傷ケア用品が創傷
に貼り付くことを防ぐことができ、滲出液が創傷に逆流することを防ぐことができ、低刺
激効果を持ち、創傷縁での浸軟を防ぐことができる。好ましくは、覆いは少なくとも部分
的に例えば接着性シームや超音波シームのようなシームで閉じられ、フォイルやフィルム
（例えばポリエチレンにより形成される）を含んでも良く、或いは不織布（例えばポリプ
ロピレンにより形成される）又はフリースを含んでもよい。
【００３１】
　特に、覆いは平均的に超吸収性粒子よりも小さい孔を有することが好ましい。これによ
り、覆いから粒子が流出することが防止される。粒子の流出は特に殺菌処理を妨げる可能
性があり、具体的には、粒子が密閉バリア領域内に入ると、漏洩が生じ得る。
【００３２】
　覆いは、例えば銀、亜鉛、又は銅等の単体形態又はイオン形態の重金属によりコーティ
ングされるか、当該重金属が混ざっていてもよい。覆いは、例えばジアルキルカルバモイ
ルクロリド（ＤＡＣＣ）のような疎水的相互作用によりバクテリアに結合する素材により
コーティングされてもよい。
【００３３】
　孔径は、吸収される滲出液の流量にも影響を及ぼす。このことは略疎水性ポリマー材に
対して顕著である。適正な活性処理により、通常覆いの濡れ性を向上させることができ、
孔径が小さくても適切な流量が保証される。
【００３４】
　覆いの孔又はメッシュの径は、好ましくは０．０５ｍｍ～１．０ｍｍであり、０．２０
ｍｍ～０．５０ｍｍが有利である。さらに、孔又はメッシュは、好ましくは、フィラメン
ト又は繊維部分によって画定されてもよく、覆いを横切る横断面でやや湾曲し、湾曲部分
両端が外側に向いている。
　ここで、以下の条件の少なくとも一方が満たされることが好ましい。
（１）平面視で、平坦層は非湿潤状態にて、覆いにより画定された内部の表面積（Ｆ２）
よりも３～７５％小さい表面積（Ｆ１）を有する。
（２）覆いは少なくとも特定の部位で柔軟性を持つ素材を有する。
【００３５】
　（１）の場合、平坦層の覆いにより、いわゆる延伸空間が形成されたと言える。いずれ
の場合でも、液体吸収による平坦層の体積拡大を、覆いが一切阻害しないことが保証され
る。そのため、層は吸収能力を完全に発揮できる。例えば、柔軟性素材は、ライクラ（Ｌ
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ｙｃｒａ）、エラスタン（Ｅｌａｓｔｈａｎｅ）、ポリプロピレン、ゴム、ラテックス、
ナイロン等を含有する。
　さらに、覆いは少なくとも部分的に三次元創傷スペーサメッシュから成るか、当該メッ
シュにより覆われる又は裏打ちされることが好ましい。当該創傷スペーサメッシュは、例
えば、欧州特許出願ＥＰ２００４１１６Ａ１号に記載のように、ブロー成型処理で、ポリ
エチレンフィルムから形成されることが好ましい。同様に、例えばシリコーンメッシュで
あってもよく、或いはナイロンメッシュ又はガーゼであってもよい。
【００３６】
　このようなメッシュは多様な機能を持つ。孔の構成によっては、滲出液の逆流を防止す
るための弁機能を有する（特に孔がじょうご状又は環状である場合）。メッシュは、創傷
ケア用品が（好ましくはシリコーン材を使用して）創傷に貼り付くことを防止できる。適
切に配置されれば、当該メッシュは摩耗効果を有することができ、それにより生物膜を創
傷に向けて動かすか、生物膜の形成を防止できる（特に孔がじょうご状又は環状である場
合）。さらに抗出血効果を有することがき、特定の状況では、静的相互作用によりバクテ
リアを固定又は拘束することが可能となる（特にポリエチレン材又は正味の正電荷を有す
る材料を利用する）。さらに、表面は例えば銀又はシリコーンコーティングにより官能化
可能である。
【００３７】
　さらに、覆いは少なくとも部分的に含浸又は防水材料で形成されるか、当該材料で覆わ
れるか裏打ちされてもよい。これは色を付けた、又は目立つデザインとした液体不透過性
防護（バックシート）とすることもできる。
　さらに、創傷ケア用品は、少なくとも１種類の成分もしくはイオン形態として重金属を
少量ながら含む。重金属は、最も細かく分散した状態で殺菌効果を持ち、これは反応表面
積が大きいことから、可溶性重金属イオンが十分に生成可能であることによる。
【００３８】
　成分もしくはイオン形態の重金属が少なくとも１種類ドープされることで、元の絆創膏
が殺菌効果を持つことができ、感染しやすい創傷（褥瘡、下腿潰瘍、火傷等）の場合に合
併症を低減できる。さらに、創傷包帯を装着可能な期間を長くできる。
【００３９】
　少なくとも１種類の重金属であって、成分もしくはイオン形態で含まれるものは、銅、
亜鉛、及び／又は銀を含む群から選択されることが好ましい。上記殺菌効果は、特にこれ
ら３種の金属で顕著である。
【００４０】
　さらに、前記平坦層もしくは前記覆いが、カバーフィルムにより、少なくとも一側面が
覆われるもしくは、置き換えられることが好ましい。当該カバーフィルムは、以下の特性
のうち少なくとも１つを有することが好ましい。
・接着剤の塗布
・液密性
・水蒸気透過性
・柔軟性
　これに関連して、カバーフィルムは創傷ケア用品の周囲よりも広がっており、創傷の周
囲の肌に貼り付けられることが好ましい。これにより、いわゆるボーダー型（ｂｏｒｄｅ
ｒ）またはアイランド型（ｉｓｌａｎｄ）絆創膏となる。
　或いは、覆い自体が少なくとも片側に接着剤が塗布されたものであってもよい。この場
合、塗布された接着剤はアクリレート接着剤、シリコーン接着剤、でんぷん接着剤、親水
コロイド接着剤、及び／又はその他の生理学的に無害な接着剤が好ましい。
【００４１】
　前記接着フィルム又は上述のバックシートは、その直下の層に接着可能である。これに
関連して、液体を吸収した際に製品の体積が増加可能となるよう、柔軟性のある接着剤が
使用されることが好ましい。或いは、カバーフィルム又はバックシートはその直下の層に
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　さらに、本発明に係る創傷ケア用品は、身体の一部に創傷ケア用品を固定するため、少
なくとも１つの締結要素を有することが好ましい。例えばこれは、１つ以上の面ファスナ
ー、１つ以上の接着式ファスナー、又は１つ以上の包帯クリップ等であってよい。好まし
い実施形態においては、これら締結要素は例えば圧縮バンド又はストラップのような圧縮
要素として構成されてよく、これにより圧縮包帯が形成される。
【００４２】
　創傷ケア用品は、
・ヒアルロン酸（好ましくは超吸収性ポリマーの鞘として好ましい）、
・オクテニジン、
・ジメチコン、
・活性炭、
から成る群から選択された少なくとも１つの成分を有してもよい。
【００４３】
　さらに、創傷ケア用品は１つ以上の折り線、破断線、又は折り目を持つことが好ましい
。これは、創傷ケア用品が所定の最小サイズを持つような場合に特に有用である。このよ
うな折り線、破断線、又は折り目を用いて、創傷ケア用品は省スペースな折り畳み状態で
、包装、殺菌、保管、輸送される。包装から取り出された場合にのみ、創傷ケア用品は広
がり、元の大きさになる。
【００４４】
　さらに、前出の請求項のいずれか一項に記載の創傷ケア用品は、患者の
・大腿部又は脹脛、
・肩、胸、又は首領域、
・腋の下領域、
・上又は下胸領域、
・胸骨下領域、
・上腕又は前腕領域、
・眼下領域、
・仙骨領域
・背中、
・膝窩部、
・腹部領域、
・耳の後方又は上方領域、
・指間領域、及び／又は、
・足領域に装着されて使用されることが意図される。
【００４５】
　これに関連して、本発明に係る凹部の装着部位に応じて、特定の身体領域は開放される
。その結果、身体構造上の状態に極めて好適に適合する。
【００４６】
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【表２】

【００４７】
　前出の請求項のいずれか一項に記載の創傷ケア用品は同様に、負圧創傷ケアシステムに
使用されることも想定される。
【００４８】
　本発明に係る主題の更なる利点及び更なる実施形態を、図示し、以下に説明する。なお
、図面はあくまで例示であって、いかなる意味でも本発明を限定するものではないことを
理解されたい。
【００４９】
　以下の内容が図示される。
　図１は、基本的に多角形状のベース面１１と、片側に配置された半円状の凹部１２とを
有する平坦な創傷ケア用品１０を示す。ベース面は四角形であり、凹部は一長手辺に配置
される。
　このような極めて単純な変形により、創傷ケア用品は多用途性が非常に高くなり、特に
人間や動物の様々な身体領域の身体構造上の外形に適切に適合可能となる。
【００５０】
　創傷ケア用品は、超吸収性ポリマーを含む平坦層から形成される吸収材を含む平坦層１
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３を有する。
　創傷ケア用品はさらに、少なくとも部分的に透液性素材から成り、シーム１５又は超音
波シームで閉じられた覆い１４も有する。平面視で、平坦層は非湿潤状態で、覆い又は覆
いのシームにより画定された内部の表面積（Ｆ２）よりも３～７５％小さい平坦側表面積
（Ｆ１）を有する。
【００５１】
　これにより、覆いが液体を吸収した平坦層の体積増加を阻害しないように延伸空間が形
成され、層が吸収能力を完全に発揮できる。
【００５２】
　図２は、折り畳み状態の創傷ケア用品を示す。このようにするため、先述した例では４
つの折り線２１、２２、２３、２４を有し、これにより創傷ケア用品は省スペースの折り
畳み状態で包装、殺菌、保管、輸送される。包装から取り出された場合にのみ、創傷ケア
用品は２つの矢印で示すように広がり、元の大きさになる。
【００５３】
　図３は、図１に示す創傷ケア用品と異なり、丸角３１、３２、３３、３４を有する平坦
な創傷ケア用品３０を示す。
【００５４】
　図４は、２つの斜め角４１、４２と、２つの丸角４３、４４とを有する平坦な創傷ケア
用品４０を示す。
【００５５】
　図５は、斜め角５１、５２、５３、５４を有する平坦な創傷ケア用品５０を示す。
【００５６】
　図６は、基本的に多角形状の丸角のベース面６１と、片側に配置された鋭角凹部６２と
を有する平坦な創傷ケア用品６０を示す。ベース面は四角形であり、凹部は一長手辺に配
置される。
【００５７】
　図７は、基本的に多角形状の丸角のベース面７１と、片側に配置された２つの半円状の
凹部７２、７３とを有する平坦な創傷ケア用品７０を示す。ベース面は四角形であり、凹
部は一長手辺に配置される。
【００５８】
　図８は、基本的に多角形状の丸角のベース面８１と、対向する長手辺にそれぞれ配置さ
れた２つの半円状の凹部８２、８３とを有する平坦な創傷ケア用品８０を示す。
【００５９】
　図９は、患者の脹脛９１に装着された平坦な創傷ケア用品９０を示す。このような創傷
ケア用品は、例えばいわゆる静脈下腿潰瘍を治療するのに適している。創傷ケア用品は、
患者の足の甲（中足部）を開放する半円状の凹部を有しており、それにより身体の患部の
身体構造上の外形を考慮したものとなっている。創傷ケア用品はさらに、患者の脹脛への
取り付け用の面ファスナー９３も有しており、面ファスナー９３はさらに圧縮バンドとし
て使用可能であり、それにより圧縮包帯が形成される。
【００６０】
　図１０は、患者の腋の下領域、肩領域、上腕領域に装着された平坦な創傷ケア用品１０
１、１０２、１０３を示す。創傷ケア用品は、患者の腋の下と首を開放する半円状の凹部
を有しており、それにより身体の患部の身体構造上の外形を考慮したものとなっている。
【００６１】
　図１１は、患者の胸領域に装着された平坦な創傷ケア用品１１０を示す。創傷ケア用品
は、患者の乳房を開放する２つの半円状の凹部１１１、１１２を有しており、それにより
身体の患部の身体構造上の外形を考慮したものとなっている。
【００６２】
　図１２は、それぞれ患者の首領域又は前腕領域に装着された平坦な創傷ケア用品１２１
、１２２を示す。各創傷ケア用品は、患者の首１２３又は肘を開放する半円状の凹部を有
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しており、それにより身体の患部の身体構造上の外形を考慮したものとなっている。図１
２は、患者の肘に装着された更なる創傷ケア用品１２４も示す。
【００６３】
　図１３は、患者の胸骨下領域に装着された平坦な創傷ケア用品１３０を示す。創傷ケア
用品は、胸骨下上部を開放する半円状の凹部を有しており、それにより身体の患部の身体
構造上の外形を考慮したものとなっている。
【００６４】
　図１４は、患者の眼下領域に装着された平坦な創傷ケア用品１４０を示す。創傷ケア用
品は、患者の眼窩を開放する２つの半円状の凹部１４１、１４２を有しており、それによ
り身体の患部の身体構造上の外形を考慮したものとなっている。
【００６５】
　図１５は、馬の脚に装着された平坦な創傷ケア用品１５０を示す。創傷ケア用品は、馬
の蹄を開放する半円状の凹部を有しており、それにより身体の患部の身体構造上の外形を
考慮したものとなっている。創傷ケア用品はさらに、馬の脚への取り付け用の面ファスナ
ーを有している。
【００６６】
　図１６は、患者の腋の下領域に装着された平坦な創傷ケア用品１６１を示す。創傷ケア
用品は、患者の腋の下と首を開放する半円状の凹部を有しており、それにより身体の患部
の身体構造上の外形を考慮したものとなっている。
　図１６はさらに、患者の胸骨下領域両側に装着された２つの平坦な創傷ケア用品１６２
、１６３を示す。創傷ケア用品は、胸骨下上部と腋の下を開放する半円状の凹部を有して
おり、それにより身体の患部の身体構造上の外形を考慮したものとなっている。
【００６７】
　図１７は、患者の胸領域に装着された平坦な創傷ケア用品１７０を示す。創傷ケア用品
は、患者の叢領域と胸骨を開放する半円状の凹部１７１を有しており、それにより身体の
患部の身体構造上の外形を考慮したものとなっている。
【００６８】
　図１８は、患者の後頭部に装着された平坦な創傷ケア用品１８０を示す。創傷ケア用品
は、患者の耳を開放する半円状の凹部１８１を有しており、それにより身体の患部の身体
構造上の外形を考慮したものとなっている。
【００６９】
　図１９は、患者の仙骨領域に装着された平坦な創傷ケア用品１９０を示す。創傷ケア用
品は、患者の臀裂を開放する半円状の凹部１９１を有しており、それにより身体の患部の
身体構造上の外形を考慮したものとなっている。
【００７０】
　図２０は、患者の腹部に装着された平坦な創傷ケア用品２０１を示す。創傷ケア用品は
、患者の下腹部を開放する半円状の凹部を有しており、それにより身体の患部の身体構造
上の外形を考慮したものとなっている。ここで、創傷ケア用品のベース面は台形に類する
形状を有する。
【００７１】
　図２０はさらに、患者の大腿部に装着された平坦な創傷ケア用品２０２を示す。創傷ケ
ア用品は、膝窩部を開放する半円状の凹部を有しており、それにより身体の患部の身体構
造上の外形を考慮したものとなっている。さらに、創傷ケア用品は、当該創傷ケア用品を
固定するための面ファスナー２０３を有しており、面ファスナー２０３はさらに圧縮バン
ドとして使用可能であり、それにより圧縮包帯が形成される。
【００７２】
　図２１及び図２２は、患者の足２１１に装着された平坦な創傷ケア用品２１０を示す。
創傷ケア用品は、患者の足の甲を開放する２つのＶ字状の凹部２１２、２１３を有してお
り、それにより身体の患部の身体構造上の外形を考慮したものとなっている。
【００７３】
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　図２３及び図２４は、患者の足２３１の足指間に装着された平坦な創傷ケア用品２３０
を示す。創傷ケア用品は、患者の足指を開放する２つの半円状の凹部２３２、２３３を有
しており、それにより身体の患部の身体構造上の外形を考慮したものとなっている。これ
により、例えば患者の手にも装着可能な指間絆創膏が形成される。
【００７４】
　図２５は、例示的寸法を有する、本発明に係る平坦な創傷ケア用品を示す。
【００７５】
　図２６は、基本的に楕円形のベース面２６１と、片側に配置された鋭角状の凹部２６２
とを有する平坦な創傷ケア用品２６０を示す。
【００７６】
　図２７は、患者の膝窩部又は足２７２の甲にそれぞれ装着された前記創傷ケア用品２６
０を示す。
【００７７】
　図２８は、基本的に円形のベース面２８１と、一部に設けられた凹部２８２とを有する
平坦な創傷ケア用品２８０を示す。
【００７８】
　図２９は、患者の耳２９０に装着された前記創傷ケア用品２８０を示す。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】
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【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】

【図２３】

【図２４】
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